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◎
福
生
市
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

地
方
税
法
施
行
令
の
一
部

を
改
正
す
る
政
令
の
公
布
に

伴
い
、
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て
専
決
処

分
の
承
認
を
求
め
る
も
の
。

　

国
民
健
康
保
険
税
の
課
税

額
は
、
基
礎
課
税
額
の
課
税

限
度
額
を
52
万
円
か
ら
54
万

円
に
、
後
期
高
齢
者
支
援
金

等
課
税
額
の
課
税
限
度
額
を

17
万
円
か
ら
19
万
円
に
変

更
。
国
民
健
康
保
険
税
の
減

額
は
、
均
等
割
５
割
軽
減
の

対
象
世
帯
の
被
保
険
者
の
数

に
乗
ず
る
金
額
を
26
万
円
か

ら
26
万
５
千
円
に
、
均
等
割

２
割
軽
減
の
対
象
世
帯
の
被

保
険
者
の
数
に
乗
ず
る
金
額

を
47
万
円
か
ら
48
万
円
に
変

更
。
経
過
措
置
と
し
て
改
正

後
の
同
条
例
の
規
定
は
、
平

成
28
年
度
以
後
の
年
度
分
の

国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て

適
用
。

▽
福
生
市
家
庭
的
保
育
事
業
等

の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

厚
生
労
働
省
令
の
家
庭
的

保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運

営
に
関
す
る
基
準
の
一
部
改

正
に
伴
い
、
小
規
模
保
育
事

業
所
Ａ
型
等
の
准
看
護
師
の

配
置
に
係
る
特
例
並
び
に
小

規
模
保
育
事
業
所
Ａ
型
及
び

保
育
所
型
事
業
所
内
保
育
事

業
所
の
職
員
配
置
に
係
る
特

例
に
関
す
る
規
定
を
整
備
す

る
も
の
。

　

本
則
の
改
正
の
ほ
か
、
附

則
は
、
小
規
模
保
育
事
業
所

Ａ
型
、
保
育
所
型
事
業
所
内

保
育
事
業
所
の
保
育
士
配
置

の
特
例
的
運
用
を
可
能
に
す

る
規
定
を
追
加
。
附
則
第
６

項
は
、
児
童
の
人
数
に
応
じ

て
必
要
と
な
る
保
育
士
の
数

が
少
数
と
な
る
時
間
帯
は
、

保
育
士
１
人
並
び
に
保
育
士

と
同
等
の
知
識
及
び
経
験
を

有
す
る
と
認
め
る
者
１
人
の

配
置
で
対
応
す
る
こ
と
を
認

め
、
附
則
第
７
項
は
、
必
要

と
な
る
保
育
士
数
の
算
定
に

当
た
り
、
幼
稚
園
教
諭
、
小

学
校
教
諭
等
の
免
許
保
有
者

を
保
育
士
と
み
な
す
こ
と
が

で
き
る
と
し
、
附
則
第
８
項

は
、
１
日
８
時
間
を
超
え
て

開
所
し
た
場
合
、
定
員
に
応

じ
て
配
置
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
保
育
士
数
を
超
え
て
必

要
と
な
る
職
員
に
つ
い
て

は
、
保
育
士
と
同
等
の
知
識

及
び
経
験
を
有
す
る
と
認
め

ら
れ
る
者
を
保
育
士
と
み
な

す
こ
と
が
で
き
る
と
し
た
。

附
則
第
９
項
は
、
附
則
第
７

項
、
第
８
項
を
適
用
す
る
と

き
に
は
、
こ
れ
を
適
用
し
な

い
場
合
に
必
要
と
さ
れ
る
職

員
総
数
の
３
分
の
２
以
上
は

保
育
士
資
格
者
を
置
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
規
定
。

◎
福
生
市
地
区
計
画
の
区
域
内

に
お
け
る
建
築
物
の
制
限
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

◎
福
生
市
特
別
工
業
地
区
建
築

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
　

風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び

業
務
の
適
正
化
等
に
関
す
る

法
律
の
一
部
改
正
等
に
伴
い

法
と
の
整
合
性
を
図
り
引
用

す
る
規
定
を
整
理
す
る
も
の
。

◎
平
成
28
年
度
福
生
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

歳
入
は
、
国
庫
補
助
金
の

保
育
所
等
整
備
交
付
金
及
び

体
育
館
非
構
造
部
材
落
下
防

止
対
策
事
業
補
助
金
を
追

加
。
都
補
助
金
は
子
ど
も
家

庭
支
援
区
市
町
村
包
括
補
助

事
業
補
助
金
、
一
時
預
か

り
・
定
期
利
用
保
育
事
業
補

助
金
、
元
気
高
齢
者
地
域
活

躍
推
進
事
業
補
助
金
、
消
費

者
行
政
推
進
交
付
金
及
び
体

育
館
非
構
造
部
材
落
下
防
止

対
策
事
業
補
助
金
、
都
委
託

金
は
、
日
本
の
伝
統
・
文
化

理
解
教
育
推
進
事
業
委
託

金
、
安
全
教
育
推
進
校
事
業

委
託
金
、
英
語
教
育
推
進
地

域
事
業
委
託
金
、
総
合
的
な

不
登
校
児
童
・
生
徒
支
援
モ

デ
ル
事
業
委
託
金
、
道
徳
教

育
推
進
校
事
業
委
託
金
及
び

ス
ー
パ
ー
ア
ク
テ
ィ
ブ
ス
ク

ー
ル
事
業
委
託
金
を
追
加
。

雑
入
は
、
多
摩
・
島
し
ょ
広

域
連
携
活
動
助
成
金
を
追

加
。
市
債
１
億
円
減
額
は
、

臨
時
財
政
対
策
債
。

　

歳
出
は
、
児
童
福
祉
費
の

定
期
利
用
保
育
事
業
経
費
、

杉
ノ
子
第
三
保
育
園
建
設
費

補
助
金
及
び
見
守
り
事
業
の

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
委

託
の
追
加
。
保
健
衛
生
費

は
、
Ｂ
型
肝
炎
の
定
期
予
防

接
種
の
経
費
、
商
工
費
は
、

多
摩
地
域
観
光
資
源
広
域
活

用
協
議
会
負
担
金
と
消
費
生

活
相
談
体
制
充
実
、
高
齢
者

対
象
の
啓
発
事
業
経
費
、
土

木
管
理
費
は
、
旧
東
海
居
の

無
償
使
用
に
係
る
維
持
管
理

経
費
、
教
育
総
務
費
は
、
都

委
託
事
業
７
件
分
で
、
日
本

の
伝
統
・
文
化
理
解
教
育
推

進
事
業
、
安
全
教
育
推
進
校

事
業
、
英
語
教
育
推
進
地
域

事
業
、
総
合
的
な
不
登
校
児

童
・
生
徒
支
援
モ
デ
ル
事

業
、
道
徳
教
育
推
進
校
事
業

及
び
ス
ー
パ
ー
ア
ク
テ
ィ
ブ

ス
ク
ー
ル
事
業
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ

れ
ぞ
れ
１
億
６
０
３
万
４
千

円
を
追
加
、
２
４
９
億
８
６

０
３
万
４
千
円
と
す
る
も
の
。

　

ま
た
、地
方
債
の
補
正
は
、

臨
時
財
政
対
策
債
の
限
度
額

４
億
円
を
３
億
円
に
減
額
す

る
も
の
。

◎
福
生
市
表
彰
条
例
に
基
づ
く

一
般
表
彰
に
つ
い
て

　

福
生
市
表
彰
条
例
第
４
条

第
１
号
該
当
の
個
人
18
名
、

同
条
第
３
号
該
当
の
法
人
１

件
を
一
般
表
彰
す
る
も
の
。

　

個
人
は
、
文
化
財
保
護
審

議
会
委
員
と
し
て
貢
献
さ
れ

た
北
原
進
氏
、
学
校
歯
科
医

と
し
て
貢
献
さ
れ
た
蛯
名
勝

彦
氏
、
交
通
安
全
推
進
委
員

会
委
員
と
し
て
貢
献
さ
れ
た

秋
山
朋
勝
氏
、
行
政
改
革
推

進
委
員
会
委
員
と
し
て
貢
献

さ
れ
た
山
下
真
一
氏
、
明
る

い
選
挙
推
進
委
員
と
し
て
貢

献
さ
れ
た
横
山
百
世
氏
、
保

護
司
と
し
て
貢
献
さ
れ
た
石

川
庄
二
氏
、
消
防
団
員
と
し

て
貢
献
さ
れ
、
現
在
も
活
躍

中
の
相
羽
克
洋
氏
、
佐
藤
隆

一
郎
氏
、
古
谷
光
良
氏
、
小

泉
洋
司
氏
、
鈴
木
大
基
氏
、

小
幡
洋
介
氏
、
大
盛
浩
行

氏
、
桑
林
大
和
氏
、
古
谷
純

一
氏
、
髙
橋
良
輔
氏
、
長
田

一
樹
氏
、
田
村
力
氏
の
各

氏
。
法
人
は
、
市
内
の
小
学

校
に
太
陽
光
発
電
設
備
一
式

を
寄
附
さ
れ
た
ア
サ
ヒ
ビ
ー

ル
株
式
会
社
。

◎
福
生
市
教
育
委
員
会
委
員
の

任
命
に
つ
い
て

　

平
野
裕
子
氏
の
任
期
満
了

に
伴
い
、
新
た
に
野
口
哲
也

氏
を
任
命
す
る
こ
と
に
同
意

す
る
も
の
。

　

今
定
例
会
の
各
委
員
会
で

審
査
さ
れ
、
不
採
択
と
な
っ

た
陳
情
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
都
立
立
川
高
校
定
時
制
存

続
を
求
め
る
意
見
書
提
出
に

関
す
る
陳
情
書
（
28
―
２
号
）

●
福
生
市
家
庭
的
保
育
事
業
等
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定

め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

■
反
対

　

今
回
の
条
例
改
正
は
、
国

の
基
準
に
準
じ
て
引
き
下
げ

る
も
の
で
、
看
護
師
又
は
准

看
護
師
や
保
育
士
と
同
等
の

知
識
及
び
経
験
を
有
す
る
と

市
長
が
認
め
る
者
と
し
て
、

幼
稚
園
教
諭
若
し
く
は
小
学

校
教
諭
又
は
養
護
教
諭
の
普

通
免
許
状
を
有
す
る
者
を
保

育
士
と
み
な
す
こ
と
が
で
き

る
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
本
来
保
育
は
、

認
可
保
育
園
の
増
設
を
基
本

と
し
、
正
規
の
保
育
士
が
配

置
さ
れ
、
子
ど
も
の
安
全
と

健
や
か
な
成
長
が
阻
害
さ
れ

な
い
体
制
が
守
ら
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。
ま

た
、
更
に
子
ど
も
の
発
達
・

成
長
の
権
利
、
そ
し
て
、
親

の
働
く
権
利
を
保
障
す
る
こ

と
で
も
あ
り
、
そ
の
責
任
は

国
に
あ
る
と
考
え
る
。

　

そ
の
国
が
、
保
育
士
等
の

配
置
基
準
を
安
易
に
緩
和
す

る
よ
う
な
基
準
の
引
き
下
げ

を
行
い
、
そ
れ
を
市
が
国
の

基
準
に
従
っ
て
条
例
改
正
を

行
う
こ
と
は
、
確
実
に
保
育

の
質
の
低
下
を
招
き
、
親
が

安
心
し
て
働
け
な
く
な
る
こ

と
に
つ
な
が
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
こ
の
条
例

改
正
の
議
案
は
、
専
門
性
の

違
い
に
よ
る
代
替
可
能
性
に

問
題
が
あ
り
、
反
対
す
る
。

■
賛
成

　

近
年
、
女
性
の
就
業
率
上

昇
等
に
よ
り
、
待
機
児
問
題

が
解
決
せ
ず
、
特
に
待
機
児

が
深
刻
な
都
市
部
で
は
、
受

け
皿
の
拡
大
に
伴
っ
て
保
育

園
の
増
設
が
進
む
一
方
で
、

保
育
士
の
有
効
求
人
倍
率
は

年
々
高
く
な
る
な
ど
、
保
育

の
担
い
手
確
保
は
喫
緊
の
課

題
で
あ
る
。

　

こ
の
条
例
改
正
は
、
こ
の
保

育
の
労
働
力
需
要
に
対
応
す

る
た
め
の
改
正
で
あ
り
、
保
育

の
質
を
落
と
さ
ず
、
保
育
士

が
行
う
業
務
に
つ
い
て
要
件

を
一
定
程
度
柔
軟
化
す
る
こ

と
で
、
保
育
の
担
い
手
の
裾
野

を
拡
げ
、
保
育
士
の
勤
務
環

境
の
改
善
に
も
つ
な
が
る
。

　

こ
れ
に
よ
り
担
い
手
の
確

保
に
弾
力
的
な
運
用
が
は
か

ら
れ
、
朝
夕
の
早
い
時
間
や

遅
い
時
間
に
シ
フ
ト
に
入
ら

な
け
れ
ば
い
け
な
い
保
育
士

の
負
担
軽
減
や
急
な
退
職
な

ど
で
次
の
担
い
手
を
見
つ
け

る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
も
、

柔
軟
に
対
応
が
図
れ
る
と
い

う
効
果
が
あ
る
。

　

ま
た
、
看
護
師
や
准
看
護
師
、

定
例
会
の
各
委
員
会

陳　

情

陳　

情
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討
論

幼
稚
園
教
諭
、
小
学
校
教
諭
、

養
護
教
諭
に
つ
い
て
も
、
保

育
士
と
み
な
す
こ
と
で
、
保

育
士
に
は
な
い
専
門
性
を
保

育
現
場
に
活
か
せ
る
の
で
、

こ
の
議
案
に
賛
成
す
る
。

●
都
立
立
川
高
校
定
時
制
存

続
を
求
め
る
意
見
書
提
出
に

関
す
る
陳
情
書

■
賛
成

　

立
川
高
校
定
時
制
は
、
こ

こ
数
年
既
に
１
次
募
集
で
定

員
を
上
回
る
応
募
状
況
で
あ

り
、
ま
た
他
の
定
時
制
高
校

に
つ
い
て
も
２
次
、
３
次
募

集
で
最
後
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ

ッ
ト
と
し
て
更
に
多
く
の
生

徒
が
救
わ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
ス
ク

ー
ル
と
夜
間
定
時
制
高
校
の

違
い
で
あ
る
が
、
前
者
は
不

登
校
だ
っ
た
生
徒
で
も
通
い

や
す
く
、
能
力
の
伸
ば
し
や

す
い
単
位
制
の
学
校
で
あ
る

が
、
後
者
は
、
少
人
数
学
級

と
し
て
、
昼
間
働
き
な
が
ら

夜
間
勉
学
す
る
勤
労
生
徒
を

は
じ
め
、
帰
国
子
女
、
高
校

中
退
者
、
中
学
校
ま
で
不
登

校
で
あ
っ
た
生
徒
等
多
様
な

課
題
を
抱
え
た
生
徒
の
受
け

皿
と
な
っ
て
お
り
、
前
者
が

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て

代
替
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

　

ま
た
、
砂
川
高
校
の
夜
間

部
の
拡
大
が
検
討
さ
れ
て
い

る
が
、
立
川
高
校
定
時
制
は
、

遠
く
か
ら
で
も
何
と
か
通
え

る
の
は
、
立
川
駅
か
ら
徒
歩

数
分
と
い
う
立
地
条
件
の
良

さ
に
あ
り
、
砂
川
高
校
定
時

制
が
そ
う
い
っ
た
立
地
条
件

に
か
な
う
の
か
疑
問
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
を
勘
案
し
、
都
立

立
川
高
校
定
時
制
の
存
続
に

賛
成
す
る
。

（
不
採
択
理
由
）

　

生
徒
の
実
態
が
多
様
化
し

て
い
る
中
で
、
東
京
都
は
都

立
立
川
高
校
定
時
制
を
閉
課

程
し
て
も
不
利
益
が
な
い
よ

う
配
慮
し
た
計
画
を
検
討
し

て
い
る
た
め
意
に
沿
い
難
い
。

▲酒蔵・地酒の活用プロ
　ジェクトＰＲリーフレット


